
 

 
 

担当： 図書委員  S H K  
 

～今月は大倉先生に 

インタビューをしました。 

大倉先生のおすすめの本は、、☺ 

      

 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

高校生の時の思い出を教えてください 
 高校時代は、コーラスを通して仲間たちと楽しい思い出を作ることができました。社会人になっ

てから、高校時代を思い出し、アマチュア合唱団に所属したこともあります。 

高森高校生に一言お願いします 
 高校時代は、部活動や勉強、仲間づくりや恋愛など、今しかできないことがたくさんあります。

高森高校生として精一杯青春を謳歌しましょう！ 

 

～図書委員おすすめの本～ 

 

 

 

 

                                

           

 
 

～図書委員より一言～ 
1年生の皆さん、学校の生活に慣れましたか。私が1年生の時は1ヶ月くらい慣れることができませんで

した。コロナウイルスもまた流行ってきているので、体調管理には気を付けていきましょう。 

画像 

『麻雀放浪記』 阿佐田 哲也 著 文藝春秋 
【おすすめコメント】 

 高校時代に麻雀が好きになり、そこから阿佐田哲也作品を読むようになりました。

著者は、本名「色川武大」で、直木賞などの文学賞を受賞しており、高い評価を得て

います。 

【内容紹介】終戦直後の上野ドヤ街で、坊や哲が麻雀などのゲームを通してライバル

たちと生き残りをかけて激闘する。 

画像 

 『はたらく細胞』 清水 茜 著 講談社 
【おすすめコメント】 

体の中を守ってくれる細胞たちのお話です。たくさんの細胞たちがどのよ

うな働きをしているのかがよくわかるので、生物の授業の参考にもなるかも

しれません。マンガなのでふだんを読まない人も読みやすいと思います。 

【内容紹介】 

人間１人あたりの細胞の数は、およそ60兆個。そこには細胞の数だけ仕事（ドラ

マ）がある。ウイルスや細菌が体内に侵入した時、アレルギー反応が起こった時、

ケガをした時などなど、白血球と赤血球を中心とした体内細胞の人知れぬ活躍を描

いた、細胞擬人化漫画。 

 

図書館だよりＲ３４月 

高森高校図書館 

図書委員による 

 

画像 

『コーラスは楽しい』 関屋 晋 著 岩波新書 
【おすすめコメント】 

高校時代、コーラス部に所属しており、大会入賞を目指し練習に励んでいました。

この本を読むと、当時の仲間たちとの活動や、コーラスの楽しさを思い出すことがで

きます。 

【内容紹介】「楽しく挑戦する」ことをモットーに、アマチュア・コーラスのすそ野を

広げ、頂点を高めてきた著者が、みずからの豊富なコーラスの経験をもとに、音楽を

作り出す楽しさを存分に語る。 



 


